
神奈川県立厚木高等学校卒業
平成 6 年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）肺癌の診断と治療
２）呼吸器インターベンション
研究分野　
１）肺癌の薬物療法
２）呼吸器内視鏡診断学

講師  金沢　賢也

1）次世代を担う呼吸器科医を診療・研究を通して育成する
2）指導医のサポートのもと、主体的に考え実施する医師を養成する
3）新しく設置された講座であり、オープンな気風で研修医が誰からも指導を受けやすい環境である

診療科（講座）紹介

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

URL http://www.fmu.ac.jp/home/pulmo/pulmo-top.htm

呼吸器内科

福島県立会津女子高等学校卒業
平成15年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野 
１）びまん性肺疾患の診断と治療
研究分野
１）特発性肺線維症におけるプロテオグリカ

ンの役割

病院助手  福原奈緒子

東京都立国立高等学校卒業
平成 3 年 山形大学医学部卒業
平成 7 年 山形大学大学院医学研究科修了
平成11年 シンシナティ子供病院医学センター Research Fellow
平成13年 山形大学医学部附属病院 助教
平成18年 山形大学医学部附属病院 講師
平成22年 山形大学医学部附属病院 病院教授兼任
平成29年 福島県立医科大学医学部呼吸器内科学講座 主任教授
臨床専門分野
１）呼吸器疾患全般
２）COPDの診断と治療
研究分野　
１）呼吸機能の疫学
２）COPDのバイオマーカー
３）肺胞マクロファージの呼吸器病における役割の探究
趣味：スキー、天体観測、ジョギング

教授  柴田　陽光

北海道札幌南高等学校卒業
平成 5 年 北海道大学医学部卒業
平成14年 北海道大学大学院医学研究科修了
平成15～18年 ワシントン大学留学
臨床専門分野
１）びまん性肺疾患の診断と治療
２）急性肺障害の診断と治療
研究分野　
１）肺疾患における細胞外マトリックスの役割
２）肺障害と修復のメカニズム
３）肺再生医療

准教授  谷野　功典

海城高等学校（東京都）卒業
平 成 8 年 福島県立医科大学卒業
平成22～25年 インペリアルカレッジ留学
臨床専門分野
１）臨床アレルギー学
２）気管支喘息COPDの診断と治療
研究分野　
１）呼気分析の診断への応用
２）咳モニターの臨床応用
３）慢性咳嗽の診断と治療

講師   斎藤　純平
福島県立安積高等学校卒業
平成15年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野 
１）臨床アレルギー学
２）慢性閉塞性肺疾患
研究分野
１）呼吸中一酸化窒素の臨床応用
２）気道炎症の病態生理学

助教   福原　敦朗

福島県立福島高等学校卒業
平成16年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野 
１）びまん性肺疾患の診断と治療
２）呼吸器感染症
研究分野
１）びまん性肺疾患における糖鎖の役割

医局長
 助教　  二階堂雄文

筑波大学附属駒場高等学校（東京都）卒業
平成17年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野 
１）肺癌の診断と治療
２）緩和医療学
研究分野
１）肺癌の薬物療法
２）肺癌の分子病態学

外来病棟医長
　助教　   峯村　浩之

静岡県立沼津東高等学校卒業
平成19年 福島県立医科大学卒業
平成23年 福島県立医科大学大学院医学　
　　　 研究科
臨床専門分野 
１）気管支喘息の診断と治療
２）臨床アレルギー学
研究分野
１）呼気ガス分析
２）アレルギー疾患の分子病態
趣味：ボウリング

助教  植松　　学

福島県立福島高等学校卒業
平成22年 福島県立医科大学卒業
平成28年 福島県立医科大学医学部大学院
　　　 医学研究科修了
臨床専門分野 
１）気管支喘息の診断と治療
２）臨床アレルギー学
研究分野
１）呼気ガス分析と管理への応用（NO. H2S）
２）アレルギー疾患の分子病態
趣味：ゴルフ

助教  鈴木　康仁

福島県立安積高等学校卒業
平成20年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野 
１）肺癌の診断と治療
２）肺癌の化学療法の開発
研究分野
１）肺癌の化学療法
２）肺癌の分子病態治療学

病院助手  平井健一郎

福島県立安積高等学校卒業
平成22年 札幌医科大学卒業
臨床専門分野 
１）呼吸器疾患全般
２）間質性肺炎の診断と治療
研究分野
１）間質性肺炎の病態解明
２）間質性肺炎の治療法の確立
趣味：音楽鑑賞

助教  佐藤　佑樹
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新専門医コース（サブスペシャリティ重点コース）

大学院・留学について

専門医受験資格のために必要とされる技能・手技目標

後期研修協力病院

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ

修得すべき手技や手術経験目標数など

1 年 次
（卒後3年）

2 年 次

　かつての結核の蔓延した時代の終わりと共に、
国内の医師における呼吸器科医の割合は減少して
きました。しかし現在、肺癌と慢性閉塞性肺疾患
の急増により全国的な呼吸器科医の不足が起こっ
ています。気管支鏡の専門医にいたっては非常に
数が少なく、安全に正確な検査を行える施設は限
られています。福島県においては平成11年に大
学に呼吸器内科が設置されて以来、年々スタッフ
が増員され、福島県の診療レベルの向上に大変大
きな役割を果たしてきました。現在では世界標準
の診療レベルで福島県の医療に貢献できていると
自負しています。
　当科ではベテランスタッフのきめ細かい指導の
もと、呼吸器科医師としての基本を習得する研修
が可能です。また、積極的に新しい診断・治療を
開発しており、研修中も最新の技術に接する機会
を多く持つようにしています。呼気中の一酸化窒
素測定による喘息の診断、ヴァーチャル気管支
鏡、超音波気管支鏡、呼気凝集液の分析、間質性
肺炎の病態診断など、多数の新しい診療技術を一
緒に発展させましょう。
　このプログラムを通し、しっかりした技能を持
つ呼吸器科医を育て、呼吸器疾患に悩む患者さん
をひとりでも多く救うのが私たちの使命です。呼
吸器専門医を目指す多数の研修医の参加を期待し
ています。

　大学院は本人の希望により希望年度での入学が可能であ
る。留学についても相談に応じる（留学実績：米国Johns 
Hospkins大学、米国Washington大学、米国California大学San 
Diego、英国Imperial College）。国内留学も可能である。     

呼吸器診断学の基礎となる検査およびcommon 
diseaseの診断治療について十分理解する。年間100
例の詳細な画像診断、呼吸機能検査の解釈50例、30
例以上の喀痰のグラム染色を行う。4年間を通し、主治
医として各種疾患（計300例以上）を受け持つ。

呼吸器研修もより専門的になる。術者として年50例の
気管支鏡（2年目以降で150例）、最低20例の胸水ドレ
ナージ、超音波検査を30例以上経験する。症例数の多
い肺癌の化学療法と緩和療法、肺炎、喘息について重点
的に習得する。

3 年 次

難易度の高い症例の経験やより侵襲的な手技を習得する。
内科的胸腔鏡を術者として3年目以降10例、侵襲的／
非侵襲的換気法を3年目以降各20例以上経験する。積
極的に学会参加・発表も行い、成果は論文化する。
この年次終了時点で内科専門医の受験資格が得られる。

4 年 次

この年次ではより難しい症例の研修を行う。また初期研
修医の指導も行い、自分の理解の不十分な点を確認す
る。内視鏡的治療（YAGレーザー、APCレーザー、高周
波治療、ステント挿入）を術者として各3例以上施行。
この年次終了時点で呼吸器専門医の受験資格が得られる。

関連病院名 所在地 指導医名

海瀬　俊治

松浦　圭文

勝浦　　豊

新妻　一直

鈴木　修三

前田　真作

坪井　永保

穴沢　予識

診 療 顧 問

呼吸器センター長

副 　 院 　 長

教授（感染症・呼吸器内科）

内 科 部 長

副 　 院 　 長

理 　 事 　 長

科 　 　 長

大原綜合病院

太田西ノ内病院

済生会福島病院

会津医療センター

公立藤田総合病院

寿泉堂綜合病院

坪井病院

竹田綜合病院

福 島 市

郡 山 市

福 島 市

会津若松市

伊 達 郡

郡 山 市

郡 山 市

会津若松市

職　名

1

2

3

4

5

6

7

8

 1 ）日本呼吸器学会専門医
　　学会ホームページアドレス　http://www.jrs.or.jp/
・内科専門医取得後3年間以上の日本呼吸器学会認定施
設での臨床研修。
・申請時に 4年間以上日本呼吸器学会会員であること。
・呼吸器病学関係の論文 3 篇以上および呼吸器関連学会
での発表 3篇以上。

 2 ）呼吸器内視鏡学会認定医
　　学会ホームページアドレス

http://www.jsre.org/index.html　　
・日本呼吸器内視鏡学会在籍5年以上。［この規定があ
るためできるだけ早期の入会が望ましい］
・5年間に術者または助手として従事した気管支鏡診療
件数150例以上。
・本学会総会参加が 5 年間で 2 回以上。
・気管支鏡セミナーまたは支部会主催の講習会出席が5
年間で 1 回以上。

 3 ）日本臨床腫瘍学会癌薬物療法専門医
　　学会ホームページアドレス　http://jsmo.umin.jp/
・2年以上継続して学会員であること。
・5年以上がん治療に関する研究活動を行っているこ
と、およびがん治療に関する十分な業績があること。
30例の症例のレポートの提出が求められる。
・研修認定施設において2年以上臨床研究を行う。 
　・内科認定医の資格を有していること。

西大和学園高校（奈良県）卒業
平成22年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野 
１）呼吸器疾患全般
２）間質性肺炎の診断と治療
研究分野
１）間質性肺炎の病態解明
２）GATA2遺伝子異常に伴う免疫不全の治療
趣味：落語

助手   東川　隆一
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